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1研究の目的

デューイ実験学校では、常勤の教員に加えて、アシスタント、大学助言

者、保護者、地域社会の人々が教職としてそれぞれの役割を果たしながら

活動していた(1)ァシスタントのうち、数人は有給で、他には大学から

授業料を援助されているような大学院生や、多くの学部学生がアシスタン

トとして活動していた(2)本研究では、シカゴ大学教育学科におけるデ

ューイの教育学構想の観点から、デューイが実験学校にアシスタント制度

を導入した意図及びその意義について検討することを目的とする。

まず、デューイの教育学構想及びシカゴ大学教育学科とデューイ実験学

校の構想について整理し、次に、デューイ実験学校におけるシカゴ大学学

生のアシスタントの活動について考察する。

本稿は、1研究の目的、2デューイによる実験学校とシカゴ大学教育

学科の構想、3シカゴ大学時代のデューイの教育学構想の背景.4シカ

ゴ大学時代のデューイの教育学構想、5シカゴ大学教育学科の変遷とデ

ューイ実験学校.6デューイ実験学校におけるシカゴ大学学生アシスタ

ントの役割と意義、7デューイ実験学校でアシスタントを行ったシカゴ

大学学生の進路、8研究のまとめから構成される。

2デューイによる実験学校とシカゴ大学教育学科の構想

デューイは、実験学校について「当小学校は、開設当初から2つの側面

を持っている。すなわち、その1つは、この学校にあずけられている子ど

もたちの教育をする、という明白な側面であり、他の一面は、シカゴ大学

との関係性を持っている、ということである。というのは、本校が大学の

管理のもとにおかれており、しかも大学の教育学研究の一端を担っている

からである」と説明している(3)。つまり、デューイは、実験学校は①子

どもたちの教育、②大学の教育学研究の一端を担うという2つの役割を持

つ学校であると位置づけている。

デューイ実験学校は、デューイが自らの教育理論をそこで実地に検証す



るために設立した学校であると理解されることがある。しかしながら、彼

は個人的な欲求からこの「実験学校」を設立したわけではない。デューイ

はいろいろな機会をとらえて「実験学校」の必要性や設立の意義を強調し

ているが、その際に彼は、常に大学における教育学研究の確立と結びつけ

て同校の必要性を論じている(4)。このことから、デューイは、彼の実験

学校について、(塾の大学の教育学的研究を担う役割、つまり、シカゴ大学

教育学科が教育学研究機閲となりうるための実験室となることを常に意識

していたといえる。

シカゴ大学教育学科についてデューイは、「既に教育に関する経験を持

った教員たちを学生として受け入れている」(5)、「学位取得のための教

育学研究に組織的かつ調和的な機会を用意することは、当シカゴ大学で始

めたばかりのものを除いて、全く見あたらない」(6)、「この事実は、わ

が国における全教育制度の土台を組織、指導、監督する責任を担っている

初等及び中等教育の全教員が、科学的訓練の欠如から、偶然、気まぐれ、

惰性、あるいは無益な実験のおもむくままに、不当にも放置されているこ

とを意味することにもなる」(7)ので、シカゴ大学に「教育学研究のため

の課題を提起し、あわせてそのための機会を設けたのである。それは、小

学校教員の育成を図る養成所や師範学校と張り合うものでもなければ、ま

して、教育の理論と歴史を正確に講ずることを他大学と張り合うものでも

ない。それは、当研究科のクラスに高度な授業と指導を施すことに関して、

当大学の持てる諸力を組織化しようとするものである」と述べている(8)。

さらに、シカゴ大学教育学科とデューイ実験学校について、「理論的な

指導と結びつけて、公開授業、観察、実験を行うことのできる学校の経営

は、この計画全体の中枢である。これなくしては、如何なる教育学科も、

教育界の信頼をかちえてこれを掌握・指導することなどはできようはずも

なく、また、諸原理を提示するだけで、これらを実際に公開・吟味する手

だてを欠いたのでは、教育専門家の注意を引きつけるまでにはならないで

あろう。さらに、これなくしては、理論的な研究そのものも道化とペテン

の性質を帯びることになる」(9)と述べている。

デューイによる実験学校とシカゴ大学教育学科の構想の背景には、教育

学を単に教員養成の実際的な必要に応じる教科(subject)ではなく、教

育に関する高度な専門研究に従事する学問(discipline)として確立しよ

うというデューイの教育学構想があった(10)。さらにその背後には、高度

な専門科学としての教育学の確立を通して、教育学科をシカゴ大学のよう

な総合大学のあらゆる専門嶺域を有機的に結びつける結節環にしようとい



う壮大な学問論・大学論がひかえていた(ll)。

3シカゴ大学時代のデューイの教育学構想の背景

次に、シカゴ大学時代のデューイの教育学構想の背景について概観する。

小柳は、「デューイがシカゴ大学に着任した当時のアメリカでは、教育

学を師範学校ではなく大学において講ずるところは数えるほどしかなく、

いわんや大学院課程において教育学を独自の学科として位置づけるところ

は一つもなかった」(12)とデューイ着任当時のアメリカにおける教育学に

ついて述べている。

松村は、「教員養成がその中心を師範学校から教育大学に移ろうとして

いた頃、デューイはシカゴ大学(ChicagoUniv.)の哲学・教育学・心理

学の責任者として、のちにはコロンビア大学(ColumbiaUniv.)の哲学

の教授として、教育学研究及び教員養成に関して、大学はいかなる役割を

果たすべきかに深い関心を示し、教育学に関する諸著作によって自己の見

解を明らかにしたのであった。それゆえ、彼が主として論じたのは、実務

訓練を中心とする師範学校や、それの昇格したものである教育大学におけ

る教員養成をいかに為していくかということよりも、伝統的な学問研究の

場である大学において教員養成をいかに行うかということを見すえてなさ

れていることは、言うまでもないことであろう」とデューイの教員養成論

について述べる(13)。

デューイは『学校と社会』において、師範学校及びカレッジの在り方に

ついて次のように疑問を呈している。

すなわち、教員養成のための学校一師範学校については、「師範学校が

現在占めている地位は、変則的なものである.すなわち、ハイ・スクール

とカレッジの中間に位置し、ハイ・スクールと同様の予備的な学力を要求

していると共に、一定範囲のカレッジ相当の課業も取り込まれているのが

師範学校である.しかし、師範学校は高等な学問的な教育内容からは切り

離され、孤立しているのである.というのは、総じてこれまで師範学校の

目的は何を教えるべきかということよりも、いかに教えるべきかというこ

とを訓練することにあったからである。」と述べる(14)。

他方カレッジについては、「この孤立していることの他の一半の理由は、

何を教えるべきかについては学んでいるが、そのための教授の方法はほと

んど軽蔑されている、といったような状況に見出される。カレッジは、子

どもたちや青年期にある者たちの実態に親しく接触することから閉め出さ

れている。カレッジの構成員である学生は、その大半の者が家庭から離れ



てしまっており、自分たちの子ども時代を忘れてしまっている。したがっ

て、そのような学生がたまたま教師になろうとすると、相当量の教材を自

由に使いこなす力はありながらも、その教材が教えられる側の子どもたち

の心にどのように関連させることができるかについての知識は、ほとんど

持ち合わせていないのである。」(15)と述べる。

つまり、デューイは、師範学校の課題は高度な学問的な教育内容から切

り離されて孤立していることであり、カレッジの課題は家庭から離れてい

る学生は子ども時代を忘れているので、教材が教えられる側の子どもの心

にどのように関連させるかについての知識を持っていないことであると捉

えている。デューイはこの両者の課題について、「何を教えるべきかと、

いかに教えるべきかについてのあいだには、このような分離があるので、

師範学校とカレッジのいずれの側も、その隔離のために苦しんでいるので

ある」(16)と双方の問題点について整理し、この隔離をなくすぺくシカゴ

大学教育学科及びデューイ実験学校における教育実践を行うのである。

しかしながら、教育学を大学院課程の-学科に位置づけるという構想そ

れ自体は、シカゴ大学初代学長のウイリアム・レイニー・ハーバー(William

RainyHarper)によるものであった。ハーバーは学長に就任した当初か

ら、新生シカゴ大学を初等から高等に至る全教育制度の頂点に立つ研究・

教育機関にしようという壮大な計画をもっており、大学の独立の単位とし

ての教育学科の設置を計画し、そこで教育関係の高度な専門職の養成を目

指すとともに,大学院課程の各専門学科の学生に対しても将来大学の教授

職に就くための基礎教養として教育学の教育を施すことを予定した(17)。

デューイの着任は、ハーバーにとっても格好の人材を得たものだった(18)

といえる。デューイ着任の翌年(1895年)、シカゴ大学教育学科(D細1t

ofPedagogy)は哲学科の分科(sub-department)として独立し、彼が

主任成就を兼務した。その翌年、実験学校が開設され、いよいよ彼の教育

学研究は本格化した(19)。

4シカゴ大学時代のデューイの教育学構想

シカゴ時代のデューイの具体的な教育学構想について、デューイの

1896年の論文「大学の教科としての教育学」(20)を中心にして考察する。

デューイは、この論文で「教育の科学・技術を指導することに関しては

明確な分業が必要である」と述べ、G)一般教員の養成を主要な課題とする

学校と②国の教育組織を支える指導者たちの教育をする学校という2つの

学校の必要性を説いている。(彰の学校の職分は、新しい方針に沿って実験



を試みるということよりも、すでによく確立している方針に沿って、訓練

を施すことでなければならないし,②の学校は、教育学上の発見や実験と

いう教育活動にもっと直接専念すべきであるとデューイは論述している位1)。

そして、この②の教育活動は、大学・大学院課程として行わなければな

らないとデューイは述べる。なぜなら、大学は教育を組織化する自然な中

核であり、その役割はきわめて多様な実際教育の中に現れている最善のも

のを収集してそれらを集約し、これを科学的に吟味して、具体的な使用に

適う形に仕上げ、政府の強制というお墨付きによるのではなく、科学的証

明という認可のもとに、これを公教育の組織に流していく役割を担ってい

るからである。大学を中核に位置づけることによって、幼稚園から大学に

至る全教育制度を正しく組織化してつりあいのとれたものとすることがで

きるとデューイは論じている(22)。

さらに、デューイは、大学の機能は、理論的にも実践的にも、過去の研

究業績を集めて系統づけ、これを保存することだけではつくされない。そ

こには、過去の研究成果を、現在の必要に照らして吟味するという責任が

残されており、新しい諸事実、新しい諸原理を発見して、積極的に責献す

るという義務が課せられている。大学における研究の中心は、ますます、

実験室や、セミナーの研究施設へと移っていると述べる。そして、この実

験室や研究施設について、教育学科の場合には、理論的な研究の諸成果を

実際の学習条件の中で吟味・公開することのできるような学校においてで

あると位置づけている(23)。

さらにまた、デューイは、教育学の指導について、「大学であれ師範学

校であれ、教室での理論が実際の学校活動と並行する程度に比例して効果

的なものとなる。このようにしてのみ、学生は講義や教科書で示されたも

のの真意を理解することができるのであり、このようにしてのみ、教室で

教えることが、あいまいで実行できないものではないという保証ともなり

うるのである。理論と実践とは、常に結合していかなければならない」(24)

と述べる。

しかし、大学における教育学研究の授業場面については、「師範学校と

は異なった指導と構成の仕方であるように、付設の実験室も両者間では異

なっている。師範学校の実習校(実験室)は、将来の教師たちがその職業

上の武器を実地に練習し、彼らに実際の授業活動ができるだけの用意を施

すという意味での実習校であるのに対して、大学付設の実習学校という場

合の『実習』(practice)とは、意味を拡大した言葉である。それは、個々

の生徒に対するかかわりよりも、むしろ吟味・立証される諸原理と深い閑



わりを持っている、厳密な意味において、実験室である」(25)と位置づけ

ている.

つまり、大学においても師範学校においても理論と実践とは結合してい

なければならないが、そのための「実習」の位置づけは両者において異な

っているとデューイは主張している.
デューイが1897年にハーバー学長に宛てた文書「教育学科の授業組織

に関する整備・拡充案」には、「指揮・監督の任に当たる優れた校長を招

へいできるだけの手立てが、十分に整い次第(これは本質的にきわめて必

要な事柄である)、われわれは、当大学において理論的な研究・学習を進

めながら同時に〔当附属小学校をも〕補助する若干の人々を監督し、彼ら

に指導と批判をあたえていけるだけの人を確保するようにすべきである。

このような措置は、補助者たちの奉仕に何らかの支払いをしなければなら

ないどころか、却って彼らからわれわれは収益をえることができるのであ

るから、いろいろな意味において得策であろう」(26)と述べられている。

これは、実験学校の校長の招へいに関する記述であるが、同時に、理論

的な研究・学習を進めながら実験学校を補助する人々、つまり、アシスタ

ントの意義や役割についても述べたものであると捉えることができる。こ

こでデューイは、実験学校を補助することは、アシスタントたちの学びと

なるだけではなく、実験学校にとっても利益があると主張している。

シカゴ大学教育学科開設当初のデューイの教育学構想においては.大学

における教育学研究・教育は、師範学校における教員養成とは異なるもの

であるという位置づけであった。デューイは着任当初、シカゴ大学教育学

科において、師範学校における教員養成とは異なる教育学研究・教育を実

践しようとており、その実現のためにデューイ実験学校における教育実践

を組織し、アシスタント制度を取り入れたのである。

デューイは実験学校開校後に著した、『学校と社会』において、「大学

での教育学を教授するということは、ほとんどの場合、教育そのものの実

際的な活動をとおしてというよりは、理論や講義により、書物に頼ること

によって教えるということなのである」(27)と大学における理論や講義、

書物に頼る教育について批判的に捉えている.
そして「わたしたちは、当シカゴ大学において、さらにいっそう密接な

理論と実践との結びつきを望んでいる。そのことは、大学がもっている資

料や資源のいっさいを、附属の小学校でも意のままに使うことができるよ

うにし、それによって価値ある教材および正しい方法を進展させるうえで

苛与すると同時に、他方、当小学校では、当シカゴ大学の教育学の学生の



ための見返りとして、その学生の実験室になることが望まれているのであ

る。その実験室で教育に関心を持つ学徒が、理論やアイディアが提示され、

検証され、批判され,実行され、またそうすることにより、新しい真理が

進展してくるのを、目のあたりにするのである。わたしたちは当小学校が、

シカゴ大学との関係において、統一された教育の生きたモデルとなること

を望むのである」(28)と彼の実験学校とシカゴ大学における教育実践につ

いて述べている。この記述からも、デューイがシカゴ大学と実験学校にお

ける教育実践によって理論と実践を結びつけようとしていたこと、及び、

デューイ実験学校が理論と実践とを結びつけるための実験室となることを

期待していたことを読み取ることができる。

では、デューイはシカゴ大学教育学科において具体的にはどのような教

育実践行っていたのであろうか。次に、シカゴ大学教育学科とデューイ実

験学校の変遷について概観する。

5シカゴ大学教育学科の変遷とデューイ実験学校

表1にシカゴ大学教育学科とデューイ実験学校の変遷の概略を示す。以

下、『シカゴ大学年次記録』(ANNUALREGISTER)の記述にしたがっ

てその変遷を概観する。

1896年度版『シカゴ大学年次記録』(ANNUALREGISTER,July,

1895-July,1896)によれば、シカゴ大学教育学科は1895年から開

設された。教育組織を支える指導者のための大学院も備えた教育機関の必

要性をデューイは説き、この構想に基づいてシカゴ大学教育学科が経営さ

れた。そして、師範学校に付設の実験室とは異なる実験室、すなわち「個々

の生徒に対するかかわりよりも、むしろ吟味・立証される諸原理と深いか

かわりを持っている」「最も厳密な意味において、実験室」(30)である学

校が必要であるとの考えから「デューイ実験学校」が誕生した。

1898年度版と1899年度版の『シカゴ大学年次記録』の教育学科の記録

には、「IntheUniversityElementarySchool」という項目が設けら

れ、デューイ実験学校の教員の名前が掲載されている1900年度版の

『シカゴ大学年次記録』においても、「InstructorsintheUniversity

ElementarySchool」という項目が設けられており、デューイが構想し

たとおり、教育学科とデューイ実験学校が深く関わり合って教育実践が行

われていた。

1901年度版の『シカゴ大学年次記録』(32)、からは教育学科の名称が

「Pedagogy」から「Education」へと変更になり(33)、実験学校の教員



表lシカゴ大学(教育学科・教育学部)とデュ-イ実験学校の変遷

年 月 シカゴ大学 (教育学科 .教育学部) デ ューイ実験学校

18 9 2 シカゴ大学開校

18 9 4 . 7 デューィ、 シカゴ大学 に着任 哲学科

(D ep a rtm en t o f P h ilosop h y ) の主

任教授 (H ea d P rofessor) として

18 9 5 秋学期 舶 学科開設 取 細 it of Pedagogy)

18 9 6 . 1 実験学校 開校、 ク ララ . ミ

ッチェル (M iss C la ra I.

M itch e ll) を教師 として

19 0 1. 3 シカゴ学院 (T h e C h icag o In stitu te

o f P eda g og y an d A rts) がシカゴ大

学教育学科 (T h e U n iv ersity o f

C h icag o S ch o ol o f E d u c atio n ) と

してシカ ゴ大学に併合 される ことが決

定 の ーカーが学部長) 。デューイは、

教育学科、サウスサイ ドアカデミー、

シカゴ手工学校 を指導。

19 0 1. 7 デューイは大学附属 中学校校長 として

の仕事 を開始

19 0 1.10 正式 に教育学 部 (T h e S c h o o l o f

E d u ca tio n ) を開設。教育学科の名称

が 「P eda g og y 」か ら 「E d u catio n 」

へ変更。 2 つの附属小学校 : 大学 附属

小学校 (T h e U n iv ersity E lem en tary

S c h o o l) ,大学 附属 実験 学校 T h e

U n iv ersity L ab o ratory Sch oo l) が

併存

19 0 2 . 3 パーカー死去

19 0 2 . 5 デューイが教育学部長 (d irec tor) に

就任 (シカ ゴ大学哲学科 と教育学科の

主任教授、実験学校、 シカゴ大学 附属

中等学校、教育学部 の教員養成部、附

属小学校を監督す ることになった)

教育学科は大学本体 の学科 としては廃

止

19 0 2 .10 実験学校 は教 育学部 の附属

小学校 に吸収0 ア リス (チ

ューイ 夫人) が新 しい附属

小学校の校長に就任

19 0 4 デューイ辞職

(小柳正司「シカゴ時代のジョン・デューイの書簡について(1)-(5)」、Annual

Register,1892-1904を参考にして筆者作成)



名は掲載されなくなる。同時に、シカゴ大学教育学部(TheSchoolof

Education)が開設される.これは、1901年にパーカーの運営するシ

カゴ学院がシカゴ大学に併合されたことによる。だが、この1901年の時

点では教育学部と教育学科との関係は前者の下部組織としての後者ではな

く、それぞれ独立した組織であり、デューイの分業の構想通り、教育学研

究・教育と教員養成が承離したままであった(35).

さらに、1902年度版の『シカゴ大学年次記録』(36)、には、教育学科は

哲学科の「教育学科目群」(GraduateCoursesinEducation)へと縮

小する。これは、1902年3月にパーカーが急逝し、教育学科主任のデュー

イが教育学部長に就任することになったことによる.デューイが教育学部

長に就任することに伴い、併存していた2つの教育学部門は、その大部分

が教育学部に併合されることになった(37)。この教育学部には、教育学部

の教員養成部(TheProfessionalDepartment),シカゴ大学附属中学

校(TheUniversitySecondarySchool),シカゴ手工学校(The

ChicagoManualTrainingSchool),シカゴ大学附属実験学校(The

UniversityLaboratorySchool),シカゴ大学附属小学校(The

ElementarySchool)が含まれていた(38)

教育学部長就任によって、教員養成と大学における教育学を別けて捉え

ていたデューイがその2元論的な考え方を克服しなければならない状況と

なった。

松村はこの状況について,「デューイは、教育学部長に就任することに

よって,教員養成と教育学研究・教育とを区別するという『分業』を、今

度は組織的にも思想的にも統合ずるという課題に直面せざるをえなくなっ

た」(39)と指摘している。そして、教育学部長就任後のデューイの論文や

言明から「教員養成と教育学研究・教育との『分業』の発想から、自ら総

合大学における教育学部の運営責任を負うことによって、両者を『統合』

する課題を引き受けていった。教員養成と教育学研究・教育、さらに教員

養成における<リベラ>な要素と<プロフェッショナル>な要素、また<

何を教えるか>という教科の知識と<いかに教えるか>という教職に関す

る素養、そして教育学における<アカデミック>な側面と<テクニカル>

な側面一一こうした対立図式を、「実験室」的「探究」というデューイ思

想独自の思考形式によって統合しようとしたのである」(40)と述べる。

では、シカゴ大学教育学科とデューイ実験学校との問で行われていたシ

カゴ大学学生のアシスタント活動は、この分業の統合というデューイの思

想及びその思想形成にどのように寄与したのであろうか。次章では、アシ



スタント活動について検討を行う。

6デューイ実験学校におけるシカゴ大学の学生アシスタントの役割と意義

まず、デューイ実験学校における学部学生・大学院生のアシスタントの

役割について述べ、次にデューイがアシスタント制度を導入した意義につ

いて考察する。

デューイ実験学校のアシスタントには、1研究の目的で述べた通り、

有給の場合と無給の場合とがあり、シカゴ大学から授業料を援助されてい

るような大学院生や、多くの学部学生がアシスタントとして活動していた。

筆者は、デューイ実験学校開校時から1903年までの間に75名のアシスタ

ントが活動していたこと、このアシスタントには実験学校における(り「授

業補助」、②「授業実施」の2通りの活動形態があり、(彰の「授業実施」

のアシスタントはさらに研究のため、実習のため、奨学金のための3つに

分類されることを明らかにした(41)具体的には、①の「授業補助」はシ

カゴ大学の大学院及び学部における一部の授業の履修要件となっており、

学生たちは大学の授業の一環として実験学校での授業観察と授業補助を行

っていた。②の「授業実施」は、(彰と同様に一部の授業の履修要件となっ

ていた場合と、優秀で教育経験がある学生が奨学金を得るための活動とな

っていた場合とがあった1900年からは、実験学校でアシスタントを行

うシカゴ大学の学生たちは、大学から指定された授業科目を受講すること

を義務付けられた。指定された授業科目(42)の多くは実験学校の教員及び

大学助言者の担当であった。

先に述べたとおりデューイは、論文「大学の教科としての教育学」にお

いて、教育学の指導について「教室での理論が実際の学校活動と平行する

程度に比例して効果的なもの」となり、「学生は講義や教科書で示された

ものの真意を理解することができる」し「教室で教えることが、あいまい

で実行できないものではないという保証になりうる」と主張し、この主張

から「理論と実践とは、常に結合していかなければならない」と結論づけ

ている。『学校と社会』においては「教育そのものの実際的な活動を通し

て」教育学を教授することの意義を説いている。

実際に、シカゴ大学の学部学生・大学院生たちは、教育学上の実験室で

あるとデューイが位置づけていた実験学校におけるアシスタント活動を通

して、教育そのものの実際的な活動を行い、大学で学んだ理論と実験学校

における学校生活とを平行することによって、大学の講義や教科書で示さ

れたものの真意を理解し、大学の教室で教えられることは、唆味なもので



も実行不可能なものではないことを学ぶ機会を得ていた。つまり、アシス

タント活動によって大学での理論と実験学校における実践との統合が実現

していた。

では、デューイがシカゴ大学着任当初に持っていた大学における教育学

研究・教育と師範学校との「分業」の思想へのアシスタント活動の影響は

いかがなものであっただろうか。

先に、デューイが、師範学校とカレッジの間には「何を教えるべきか」

と「いかに教えるべきか」の分離があり、両者はその隔離に苦しんでいる

と述べていることを指摘した。大学での理論と実験学校における実践との

統合を目指すアシスタント活動は、この隔離を打破する活動、つまり、「何

を教えるべきか」と「いかに教えるべきか」を統合する役割を担った活動

にはかならない.
さらに、『学校と社会』において、デューイが「大学院の学生は、自分

たちの調査研究や研究方法をたずさえて、わたしたちの実験学校へやって

きて、いろいろなアイディアや問題を提示してくれている」と述べている

通り、実験学校は最新の教育学研究の場であったことはもちろんであるが、

同時にその最新の研究の成果を「いかに教えるべきか」についても探究し、

理論と実践とを統合する場であったともいえる。

デューイが、1896年のシカゴ大学着任当初の論文(43)で示した「分業」

の発想を組織的にも思想的にも統合するという課題に直面せざるをえない

状況となったのは、教育学科と教育学部が併合して教育学部長となった

1902年のことである.しかしながら、この分業の発想は、シカゴ大学教

育学科及びデューイ実験学校における教育実践を通してデューイによって

再検討され続けており、その統合という思想形成に多大な影響を与えてい

たと考えられる。統合後の教育学部の学生がデューイ実験学校においてア

シスタント活動を実施して否かについては未調査であるので、教育学部長

就任以降のデューイの教育学構想については別稿で論ずることとする。

7デューイ実験学校でアシスタントを行ったシカゴ大学学生の進路

デューイ実験学校においてアシスタントを行っていたシカゴ大学の学部

学生・大学院生のうち、本稿ではロウ・ロバート・ケーブル(44)(Row,

RobertKeable)を採り上げて、その進路についての調査結果(45)を示し、

デューイ実験学校におけるシカゴ大学教育学科の学生によるアシスタント

括動の意義について考察する。

彼は、19011903年の春学期までシカゴ大学大学院で学んでいる。博



士論文執筆許可者の一人であり、執筆許可の推薦者はデューイである(46)。

また、1909年に出版した著書『手工芸と手工業の教育上の意味』(The

EducationalMeaningofManualArtsandIndustries)の冒頭で「こ

の著書をインスパイアしてくれたデューイ教授へ」と記述していることか

ら、在学中にデューイから多大な影響を受けたと考えられる。同時にデュ

ーイ実験学校においてのアシスタント活動を行っていたことから、同校に

おける教育実践からも多くを学んでいたことを推測できる。同著書の分析

は別稿で行うこととするが、この著書には、シカゴ大学教育学科及びデュ

ーイ実験学校におけるアシスタント活動から学んだ成果が記されていると

考えられる。

彼は、1903-1906年までシカゴ大学の学外教育部門の講師として働き、

1906年から出版社に編集長として勤務している。アメリカ教育協会(N誠α血

EducationalAssociation)、教育出版社協会(EducationalPublishers

Associationのメンバーでもあった1909年の著書以外にも、1906年

StudiesinEnglish、1907年EssentialStudiesinEnglish,vols.I

andll、1917年WorkandPlaywithLanguage、1923年Triune

Writing-Spellersなどの著書がある1901年の大学院入学以前にも数冊

の著書がある(47)。

デューイは、シカゴ大学教育学科着任当初の論文「教育学上の実験」に

おいて「教育学科の主たる目的は教員の養成ではない。むしろ、すでにか

なりの教育に関する経験を持ち、彼らの専門科目の意味のある諸原理やご

く最近の教育の動向をより徹底的に知りたいと望んでいる教員達を受け入

れている。以前の教育長や師範学校の教員が、それゆえに教育学科の大学

院生の大部分を占めている」(48)と教育学科の構想を説明している。

ケーブルの事例は、デューイが構想したとおり、シカゴ大学教育学科に

は高い専門性を備えた学生が入学しており、同学科で学ぶこと及び実験学

校におけるアシスタント活動を通して更にその専門性を深め、教育に関す

る専門的知識を活かして広く社会で活躍する人材を育成していたことを示

唆している。

本稿の2デューイによる実験学校とシカゴ大学教育学科の構想において、

小柳は、デューイによる実験学校とシカゴ大学の構想の背景には、教育学

を高度な専門研究に従事する学問として確立しようというデューイの教育

学構想があったと指摘していることを示した。教育学を高度な専門研究に

従事する学問として確立するというデューイの教育学構想の背景には、教

職を専門職として確立するという構想があった。
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デューイが構想した教育学を実現するためには、理論と実践とを統合す

るための実験室、すなわち.デューイ実験学校の存在が必要不可欠であり、

この実験室における実践を通して学生たちは講義や教科書で示されたこと

の真意を理解する。実験学校におけるアシスタント活動は、理論と実践と

を統合するための大きな役割を果たしていたことから、教職を専門職とし

て確立するというデューイの構想を実現するためも重要な役割を担ってい

たといえる。

8研究のまとめ

本稿では、シカゴ大学教育学科におけるデューイの教育学構想の観点か

ら、デューイが実験学校にアシスタント制度を導入した意図及びその意義

について検討することを目的として、デューイの諸著作、シカゴ大学の年

次記録などの検討を行った。

検討の結果、シカゴ大学教育学科においてデューイは、教育学を高度な

学問研究に従事する学問として確立し、教職を専門職として位置づけるこ

とを構想していたことから、同教育学科は、師範学校及びカレッジの課題

を克服する必要があったこと、デューイは、この課題克服の方策の1つと

なることを意図してシカゴ大学学生のアシスタント活動を導入したことが

明らかになった。

デューイが示しているカレッジ及び師範学校における課題とは、「何を

教えるか」と「いかにして教えるか」の分離であった。すなわち、デュー

イによれば、カレッジの学生は教材を自由に使いこなす力は備えているが、

彼らは子ども時代を忘れてしまっているので、その教材が教えられる子ど

もの心にどのように関連させることができるのかについての知識は備えて

いないという。デューイは、シカゴ大学教育学科の学生が実験学校におい

てアシスタント活動を行うことによって、子ども時代を忘れている学生た

ちにとって子どもの学びの実際を目の当たりにする機会となり、教材が教

えられる子どもの心を学ぶ活動となることを意図していた。

つまり、シカゴ大学学生のデューイ実験学校におけるアシスタント制度

の導入には、大学での学問研究を現実の学校教育場面で実感を伴って理解

すること、そして、学生たちに子どもたちの心の有り様を実感させること

によって、「何を教えるか」と「いかにして教えるか」の分離を克服し、

理論と実践とが統合される機会となるという意義があった。さらに本研究

では、一人の事例ではあるが、デューイ実験学校においてアシスタント活

動を行い、シカゴ大学教育学科修了後に教職専門職として活躍した卒業生



の存在を確認することもできた。さらにまた、シカゴ大学学生たちが奨学

金を得る機会にもなっていた。

このアシスタント制度の導入は、シカゴ大学の学生にとってのみではな

く、デューイ実験学校にとってち.大学生がアシスタント活動を行うこと

によって一人ひとりの子どもたちの教育を充実させることや、最新の研究

の成果を子どもたちの教育に取り入れることができるという利点があった(49).
本稿では、1902年の教育学部との統合以前に焦点をあてて検討を行っ

たが、教育学部と統合した後にデューイの「分業」の考え方がどのように

変化したのかについても重要な研究課題である。今後の研究テーマとした

いD
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